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石油不足時代に突入へ＝ハリバートンＣＥＯ

［ヒューストン　６日　ロイター］ - 米油田サービス大手ハリバートンのジェフ・ミラー最高経営責任者（ＣＥＯ）

は６日、化石燃料の開発投資が長年にわたって低迷したことを受けて、世界が石油不足の時代に突入しつつあるとの

認識を示した。

同ＣＥＯはヒューストンで開催された石油・ガス業界の会合で「久しぶりに石油が買い手を探すのではなく、買い手

が石油を探す時代が来る」と発言。供給不足が緩和するまで１０年前後かかる可能性があるとの見方を示した。会合

の合間にロイターに述べた。

原油高を巡っては、再生可能エネルギーへの急速な移行や政府が化石燃料の生産抑制を求めていることが原因だとの

指摘が出ているが、同ＣＥＯはエネルギー移行が原因ではなく、価格高騰を抑制するために移行を加速する必要があ

ると主張。

「実際にはエネルギーが不足している。代替エネルギー源が豊富にあるなら、コモディティー価格は高騰しないだろ

う」と述べた。

顧客である石油生産業者が来年、新規の石油・ガス開発投資を２０％以上増やすとも予測。設備の不足でサービス市

場が逼迫する可能性があるとも述べた。

ハリバートンは新技術への投資を続けているが、油田サービス会社の利益率は低迷しており、投資のペースは鈍いと

いう。
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原油調整金、上げ幅縮む

1月積み、サウジ産アジア向け　需給緩和の観測

サウジアラビア国営石油会社のサウジアラムコは、2022年1月積みのアジア向け原油の調整金を引き上

げる。代表油種「アラビアンライト」は1バレル当たり3.30ドルの割り増しと、21年12月積みより0.6ドル

高い。足元で需給が引き締まる一方、新型コロナウイルスの変異型「オミクロン型」の脅威もあり上昇幅

は圧縮された。

調整金の引き上げは2カ月連続。原油は天然ガスの高騰で代替的な需要が発生している。石油の世界供給

は、日量200万バレル程度不足しているとの見方もある。

一方で、原油の国際相場は将来的な需要減を見込み軟調だ。オミクロン型の感染拡大による需要減退への

警戒感で11月下旬に急落した。

消費国の備蓄放出や中東などの産油国の増産継続もあり、来年早々にも世界の石油供給が過剰に転じると

の観測が強まる。需給がいずれ緩和するとの見方から、アラビアンライトの調整金の上げ幅は12月積み

（1.4ドル）より小さくなった。
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銅・亜鉛建値引き上げ　鉛は下げ　JX金属など

JX金属は9日、銅の国内相対取引の目安となる建値を2万円引き上げ、1トン114万円とした。三井金属も

亜鉛建値を1万5千円上げ1トン43万6千円とした。一方、三菱マテリアルは鉛建値を9千円下げ1トン31万8

千円とした。いずれも国際相場の変動を反映した。
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